
第１回
枚方市都市再生緊急整備地域準備協議会

１、準備協議会の目的・運営

２、都市再生緊急整備地域とは

３、枚方市の状況（まちづくりに関する関連計画）

４、枚方市駅周辺地域の取り組み
（再整備ビジョン、基本計画（案））

５、枚方市駅周辺都市再生緊急整備地域（案）

平成30年8月２４日
大阪府枚方市



１、準備協議会の目的・運営

★目的
都市再生緊急整備地域の政令指定に向け、「産・官・学・金」による準備組
織により、以下の事項について検討

• 都市再生緊急整備地域として政令指定すべきエリア（素案）

• 都市再生の目標・方針となる「地域整備方針」の素案の作成

• 都市の再生の質の向上に関する事項

• 民間投資の呼込に関する事項

※合わせて市が作成する市駅周辺再整備基本計画（案）の内容についても意見交換

効

果

情報発信・機運向上：地域PR・地権者など意識醸成

官民対話：情報の共有化

投資喚起：民間からのアイデア提案の機会 など

基本計画（案）とは、枚方市駅周辺再整備ビ
ジョン（Ｈ25.3）の実現化を図るため、施設
計画の方向性や、導入する都市機能、最適な
事業手法の考え方等について総合的に検討し、
基本計画としてとりまとめ、都市計画や事業
着手につなげていくもの



都市再生緊急整備地域と市駅周辺再整備基本計画の関係

都市再生緊急整備地域（準備協議会） 市駅周辺再整備基本計画（案）

対象エリア 市駅周辺再整備ビジョンの区域（約４０ha）を想定 ①～⑤街区（約１３ha）を想定

定める事項

○都市再生緊急整備地域として政令指定すべきエリア
○都市再生の目標・方針となる地域整備方針
・整備の目標
・都市開発事業を通じて増進すべき都市機能に関する事
項
・都市開発事業に関連にて必要となる公共施設その他の
公益的施設の整備及び管理に関する基本的事項
○その他都市再生の質の向上と民間投資の呼び込みに
必要な事項

・まちづくりの考え方
・導入する都市機能
・土地利用計画
・事業手法、実現性の検証
・維持管理手法
（エリアマネジメントの導入）
・コスト縮減

目標達成
時期（予定）

平成３１年７月政令指定（平成３１年２月素案作成） 平成３１年３月策定（１１月素案作成）

１、準備協議会の目的・運営

反映・整合



準備協議会メンバー

区分 所 属 役職 氏 名 主な役割

産 北大阪商工会議所 副会頭 平﨑 健治郎 地元事業の仕掛け・先導役

京阪ホールディングス株式会社 取締役専務執行役員 三浦 達也

株式会社ソウ・ツー 不動産事業本部本部長 吉冨 聡

医療 学校法人 関西医科大学 病院長
（学校法人常務理事）

澤田 敏 健康医療に関する助言

金融 枚方信用金庫 専務理事 須山 俊寛 金融に関する助言

学 大阪市立大学大学院工学研究科 教授 嘉名 光市 学術的観点からの助言

国 内閣府 地方創生推進事務局 参事官 寺元 博昭 都市再生の方向性に関する助言

国土交通省近畿地方整備局建政部 部長 佐藤 哲也 都市行政の制度に関する助言

経済産業省
近畿経済産業局地域経済部

部長 奥山 剛 地域牽引事業に関する助言

地方
公共
団体

大阪府 都市整備部都市計画室 室長 池田 一郎 まちづくりなどに関する助言

政策企画部戦略事業室 事業推進課長 増田 將雄

枚方市 副市長 長沢 秀光 エリアや地域整備方針の提案及
び事業の進捗に関する報告

理事 栁澤 秋介

総合政策部 部長 佐藤 伸彦

産業文化部 部長 松宮 祥久

都市整備部 部長 白石 金吾

市駅周辺等活性化推進部 部長 二見 康夫

１、準備協議会の目的・運営
【敬称略】



１、準備協議会の目的・運営
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国：
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政令
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市駅周辺再整備
基本計画

事業手法・施設配置・概算事業
費・エリアマネジメント等
民間アドバイザー・各種会議体
（※）との意見交換など
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素案
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市民
説明
パブ
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地域指定に向けたスケジュール

※枚方市活性化協議会：エリアマネジメントの推進検討（北大阪商工会議所、京阪ＨＤ㈱、㈱ソウ・ツー、
関西医科大学、枚方信用庫、枚方市）

三者協定：主要地権者との連携 （京阪HD（株）、（株）ソウ・ツー）



２、都市再生緊急整備地域とは



２、都市再生緊急整備地域とは



２、都市再生緊急整備地域とは



２、都市再生緊急整備地域とは 主な支援措置



大阪と京都の
まん中

＊京阪電車、ＪＲ学研都市線
＊国道１号 など

大阪・京都へのアクセスの良さが魅力

人口40万人
大阪府内5番目

３、枚方市の状況

大阪市

京都市



（参考）アクセス

３、枚方市の状況



３、枚方市の状況

概況

• 市制制定 昭和22年（1947）8月1日

大阪府下で12番目

※平成26年（2014）中核市移行

• 人口（平成30年6月現在） 403,009人

• 世帯数 179,566世帯

• 将来の人口 平成37年には391,948人

※国立社人研予測

• 市域面積 約6,512ha

• 広がり 東西12.0km 南北8.7km

• 都市計画区域

東部大阪都市計画区域 約6,512ha

• 市街化区域 約4,190ha (約64.3％)

• 市街化調整区域 約2,322ha(約35.7％) 凡例
：東部大阪都市計画区域
：枚方市域



平安時代

貴族の狩猟地

古くは日本書紀に記載

３、枚方市の状況（歴史）



奈良県
生駒市

高槻市

島本町 京都府 八幡市 京都府 京田辺市

寝屋川市

交野市

京都方面

大阪方面

３、枚方市の状況（地形）
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人口
減少

Ｈ25～Ｈ55の30年にかけ約8万人減少
Ｈ45年 65歳以上が全体の３割を超える

３、枚方市の状況

■総人口と世帯数の推移

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

S22 S24 S26 S28 S30 S32 S34 S36 S38 S40 S42 S44 S46 S48 S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29

人口

世帯数

昭和51年
30万人突破

昭和22年
市政施行時
約４万人

平成7年
40万人突破

平成21年
約4１万人
ピーク
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人口減少
自 然 減 自然増減の推移 Ｈ25から死亡数が出生数を上回る

３、枚方市の状況

人口減少
社 会 減 社会増減の推移 昭和６２年から継続的に転出超過

-25,000

-20,000

-15,000

-10,000

-5,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

-45,000

-35,000

-25,000

-15,000

-5,000

5,000

15,000

25,000

35,000

45,000

昭

和

39

年

昭

和

40

年

昭

和

41

年

昭

和

42

年

昭

和

43

年

昭

和

44

年

昭

和

45

年

昭

和

46

年

昭

和

47

年

昭

和

48

年

昭

和

49

年

昭

和

50

年

昭

和

51

年

昭

和

52

年

昭

和

53

年

昭

和

54

年

昭

和

55

年

昭

和

56

年

昭

和

57

年

昭

和

58

年

昭

和

59

年

昭

和

60

年

昭

和

61

年

昭

和

62

年

昭

和

63

年

平

成

元

年

平

成

2

年

平

成

3

年

平

成

4

年

平

成

5

年

平

成

6

年

平

成

7

年

平

成

8

年

平

成

9

年

平

成

10

年

平

成

11

年

平

成

12

年

平

成

13

年

平

成

14

年

平

成

15

年

平

成

16

年

平

成

17

年

平

成

18

年

平

成

19

年

平

成

20

年

平

成

21

年

平

成

22

年

平

成

23

年

平

成

24

年

平

成

25

年

平

成

26

年

平

成

27

年

平

成

28

年

（人）
社会増減 転入 転出

昭和６２年～

-6,000

-4,000

-2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

昭

和

39

年

昭

和

40

年

昭

和

41

年

昭

和

42

年

昭

和

43

年

昭

和

44

年

昭

和

45

年

昭

和

46

年

昭

和

47

年

昭

和

48

年

昭

和

49

年

昭

和

50

年

昭

和

51

年

昭

和

52

年

昭

和

53

年

昭

和

54

年

昭

和

55

年

昭

和

56

年

昭

和

57

年

昭

和

58

年

昭

和

59

年

昭

和

60

年

昭

和

61

年

昭

和

62

年

昭

和

63

年

平

成

元

年

平

成

2

年

平

成

3

年

平

成

4

年

平

成

5

年

平

成

6

年

平

成

7

年

平

成

8

年

平

成

9

年

平

成

10

年

平

成

11

年

平

成

12

年

平

成

13

年

平

成

14

年

平

成

15

年

平

成

16

年

平

成

17

年

平

成

18

年

平

成

19

年

平

成

20

年

平

成

21

年

平

成

22

年

平

成

23

年

平

成

24

年

平

成

25

年

平

成

26

年

平

成

27

年

平

成

28

年

（人）
自然増減 出生 死亡

平成２５年～

昭和４０年代

昭和４０年代



【出典】商業統計

小売業の年間販売額及び
従業者数の推移

小売業の商店数及び
売り場面積の推移

３、枚方市の状況
産業 商店数や従業員数など減少傾向



【出典】空家等対策計画

３、枚方市の状況
空き家 近年空き家が増加している
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全体構想 ／ めざすべき都市構造

都市構造図

広域中心拠点

『集約型都市構造の実現』
「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」
の計画的な都市づくり

枚方市駅周辺
広域都市圏を対象とした
都市機能を集積中心的
な拠点

【都市軸】
・ 都市観光流軸

国土・広域幹線道路

幹線道路等

・ 生活交流軸

鉄道

主なバス路線

【都市拠点】

広域中心拠点

広域拠点

地区拠点

生活拠点

枚方市都市計画マスタープラン：平成29年3月

３、枚方市の状況 － 上位・関連計画 －



『枚方市駅周辺再整備の実現に向けた取り組みの推進』
都市の活性化に向けた再整備を推進

『枚方市駅前の交通機能の強化』
賑わいとゆとりのある駅空間の形成

３、枚方市の状況 － 上位・関連計画 －

枚方市都市計画マスタープラン：平成29年3月

地域別構想 ／ 南西部地域



【都市機能の状況】
 建築物の老朽化
 拠点機能の低下

【主要な公共交通の状況】
 駅前交通広場の交通
混雑
 安全で快適な歩行空間
の確保

【都市づくりの方向性】
 行政施設の用地を有効
活用

 土地の高度利用化
 賑わいとゆとりのある駅
空間の形成

枚方市立地適正化計画：平成29年3月

枚方市駅周辺地区都市機能誘導区域（約143ha）

３、枚方市の状況 － 上位・関連計画 －



H25. 3策定

３、枚方市の状況（枚方市駅周辺地域）



おおがいと小規模保育施設

３、枚方市の状況（枚方市駅周辺地域）



３、枚方市の状況（枚方市駅周辺地域）



３、枚方市の状況（枚方市駅周辺地域）



文化芸術拠点

まちなか交流拠
点

生活サポート拠
点

広域駅前拠点

位 置 図

Ｈ29．8公表
（H29.8 国・府・市有財産の最適利用推進連

絡会議で方向性を確認したものであり、確定
したものではありません）

①

②

③

３、枚方市の状況（枚方市駅周辺地域）

連鎖型まちづくりのイメージ



（１）昼間人口分布 ～ 都市再生の見える化情報基盤 ～

【出典】国勢調査（H22）
「都市構造可視化計画」サイトより引用

【昼間人口分布】
メッシュサイズ：500m

・ 枚方市駅周辺地区は、
本市で２番目に昼間人口
(6,658人） が多い。

３、枚方市の状況（枚方市駅周辺地域）－ 現況特性 －

14,328人

6,658人

5,094人



【出典】国勢調査（H22）
「都市構造可視化計画」サイトより引用

（２）人口分布 ～ 都市再生の見える化情報基盤 ～

【人口分布】
メッシュサイズ：500m

・枚方市駅周辺地区のうち、
特に駅周辺地域は、周辺
に比べると夜間人口
（1,585人）が少ない。

３、枚方市の状況（枚方市駅周辺地域）－ 現況特性 －

1,585人



（３）販売額分布 ～ 都市再生の見える化情報基盤 ～

【出典】商業統計調査（H19）
「都市構造可視化計画」サイトより引用

【小売業年間販売額】
メッシュサイズ：500m

・枚方市駅周辺地区は、
本市で２番目に小売業年
間販売額（256.6億円）
が多い。

３、枚方市の状況（枚方市駅周辺地域）－ 現況特性 －

256.6億円

309.8億円



【出典】経済センサス（H24）
「都市構造可視化計画」サイトより引用

（４）第三次産業の密度 ～ 都市再生の見える化情報基盤 ～

【第三次産業従業員数】
メッシュサイズ：1km

・枚方市駅周辺地区は、本
市で最も第三次産業密度、
従業員数（8,476人）が
高い地域となっている。

３、枚方市の状況（枚方市駅周辺地域）－ 現況特性 －

8,476人

7,234人



観光地へも行きやすい！

３、枚方市の状況（枚方市駅周辺地域） 交通（鉄道）利便性



交通（バス）充実

豊かで誇りある枚方をめざして 32

３、枚方市の状況（枚方市駅周辺地域）

長尾方面

香里方面

茨木・高槻方面

関西空港リ

ムジンバス

枚方市駅

路線バス

乗降客数約４万人（増加傾向）

便数約1,000本

ＵＳＪへの直通急
行バス毎日運行

渋谷・新宿行き
夜行バス



３、枚方市の状況（枚方市駅周辺地域）

淀川(淀川舟運)

淀川河川公園

天野川

歴史街道(京街道)

万年寺山

市民会館、職員会館

保健所

市役所別館市役所本館

税務署

簡易裁判所

枚方T-SITE

関西医科大学

関西医科大学付属枚方病院

(仮称)枚方市総合文化芸術センター
(Ｈ33年度供用予定)

サンプラザ3号館(再開発ビル)

サンプラザ1号館(再開発ビル)

大阪府住宅供給公社団地

市役所分館

市役所第2分館

おおがいと小規模保育施設

北河内府民センター

京阪電気鉄道㈱枚方事務所

行政機能
集積エリア

行政・商業・業務・文化交流機能などの集積と淀川・歴史街道など自然と歴史が整った環境

立地

枚方市駅



３、枚方市の状況（枚方市駅周辺地域）

■地域資源を活用した民間連携
《京街道での賑わい》
○東海道56番目の宿場町である「枚方宿」で、毎月第2日曜日に「五六市」を開催(主催：
枚方宿地区まちづくり協議会)
○出店数約200店、来場者数約8,000人の規模で賑わいを創出
○H29.9より、「五六市」と合わせて、国・市・京阪HDの連携による淀川舟運を定期運航
○八軒家(天満橋)と枚方を淀川でつなぎ、陸の路と水の路により更なるまちの賑わいにつな
げ、活性化を図る

東海道56番目の宿場町

枚方宿

「五六市」のにぎわい

豊かな自然が残る

淀川と天野川

淀川を往来する三十石船の中継港

歴史、文化、自然を身近に



年間をとおし、さまざまなイベントが催されており、また、憩いの場としても利用されている。

３、枚方市の状況（枚方市駅周辺地域）

駅から徒歩３分 賑わい創出と交流の場 「岡東中央公園」

にぎわい交流



３、枚方市の状況（枚方市駅周辺地域） 【ポテンシャルを活かした民間投資】

《旧近鉄百貨店跡地に大型商業施設》
○H28.5大型商業施設「枚方T-SITE」がオープン
○地上8F、地下1F、総床面積約17,600m2
・TSUTAYA運営会社による全国3番目の商業施設。
・枚方市駅のランドマークとしてにぎわいを創出。

《鉄道事業者の取組み》
○京阪グループにおいて、「無印良品」を展開する㈱良
品計画をパートナーとして、枚方市駅中央改札をリ
ニューアル
○H30末のリニューアル完成を目指す
→駅改札の魅力向上により、まちの付加価値が向上

《好立地に新たな居住施設の建設》
○T-SITEとコラボしたマンション(90戸)を建設
○更に、ファミリー向けマンション(76戸)も建設も(H31.2完成予定)

完成予想図(野村不動産㈱プレスリリースより)



多様化する市民ニーズや社会環境の変化へ対応した機能の充実

公共施設を含めた老朽化建築物の更新、空間の創出

地域資源である淀川や歴史街道などの活用や大学との連携による魅力
づくり・情報発信

駅前など中心部への通過交通の抑制やバス・タクシー・一般車両、自転
車、歩行者の交通機能の強化

定住人口の増加、少子高齢化への対応

駅利用者や駅前などの中心部の人々の行動範囲を広げ、ゆとりや周辺
地域の賑わいを創出

広域中心拠点として、大規模災害に備えた防災・減災力の向上

市域全体

市駅周辺

４、枚方市駅周辺地域の取り組み（課題の整理）



４、枚方市駅周辺地域の取り組み
①導入する都市機能の方向性

基本計画策定の検討内容（案）

分 野 導入する都市機能の方向性（抜粋）

賑わい・交流 商業機能、宿泊機能、情報発信機能など

交通環境 駅前広場機能、道路機能、駐車場機能など

市民生活 回遊空間機能、行政機能、エリア内交通機能など

都市居住 居住機能、子育て支援機能、医療機能など

産業・文化芸術 業務機能、教育・学習機能、文化芸術の創造など

みどり・環境・景観 施設緑化、再生エネルギー機能、都市景観の形成など

防災・減災 防災空間機能、災害対策中枢機能など

②土地利用の方向性

・広域拠点に相応しい土地の高度利用を図るとともに、岡東中央公園や民有地を活用した空間の
創出など、メリハリのある土地利用

・地域資源や新たな都市機能などを有機的につなぎ、定住促進や回遊性、賑わい創出が図れる土
地利用

・市庁舎をはじめとした老朽化施設は、更新を図るとともに必要な集約を行うなど、効率的な土地
利用



区域設定（案）

基本計画検討エリア（約13ha）

緊急整備地域区域エリア案（約40ha）

凡 例

５、枚方市駅周辺都市再生緊急整備地域

行政
（国・市）



５、枚方市駅周辺都市再生緊急整備地域

整備方針（案）

①整備の目標 ②増進すべき都市機能に関する事項

・周辺市町を含めた広域エリアの中心的な機能を
担う拠点として、市駅を中心とした行政施設等の用
地を有効活用しつつ、土地の高度利用化により、行
政・商業・業務、文化交流機能などの広域都市圏を
対象とした中心的な都市機能の更新、強化を図ると
ともに、回遊性を向上させ賑わいとゆとりのあるま
ちの形成。

・歴史文化、自然など既存の資産を最大限に活用し、
まちの魅力を高める。

・子育て世代などの多様な世代に対応した居住環
境と就業環境の形成

・多様な居住ニーズに対応した良好で質の高い都市
型居住機能の強化

・新たな来街者の誘導や業務機能を支えるための宿
泊機能の強化
・賑わい創出に寄与する商業機能の強化

・多様な働き方を促進する業務機能の強化

・震災等においても安全性を確保できる防災機能の向
上

③公共公益施設の整備及び管理に関する事項 ④都市再生の質の向上と民間投資の呼び込みに必要
な事項

・現市役所用地をはじめ国・公有地など既存ストック
を活かしたまちの再編
・歩行者の回遊性を高めるための歩行空間の形成

・駅の交通結節点機能を強化するため、駅前交通
広場、地域内道路、駐車場の整備
・岡東中央公園を中心としたネットワークの形成

・歴史文化と自然を身近に感じることができる魅力と趣
きある景観形成

・持続発展可能なまちとして成長するために、エリアマ
ネジメントによる活性化の取り組みの推進


